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はじめに

北海道大学 自然保護研究会では、知床国立公園

内の伐採問題以後、伐採跡地の推移 を検証するた

めに調査を継続 している(北 海道大学 自然保護研

究会,1987;1989,久 保 田 ・飯 田,1988)。 さら

に伐採が原生林 に与える影響を詳細に把握するた

めには、原生状態にある針広混交林の動態をモニ

タリングす る必要があ り、そのよ うな観点 よ り

1992年 より帯広畜産大学環境植物学研究室 と共同

でパーマネントプロットを設置 して観察を開始 し

た。現在様々な地域で森林群集のモニタリングが

行 われつつあるが(中 静,1991)、 北海道 におい

ては体系的に組織だったプロジェクトは今のとこ

ろみられない。知床国立公園での継続観察は、今

後針広混交林 について多 くの貴重なデー タをもた

らす可能性があ り、得 られた知見は森林を取 り扱

う上でも重要 となるだろう。本論では現在行 って

いるモニタリングの概要およびパーマネントプロ

ット内の森林群集の構造 と種組成について報告す

る。

調 査 地 と方 法

調 査 地 は知 床 国 立 公 園 の 西 海 岸 側 の ホ ロ ベ ッ川

上 流 部 の標 高200～300mの 地 域 で あ る 。 こ の 地域

の 森 林 群 集 の 種 組 成 か ら林 分 を類 型 区 分 す る と大

き く二 つ に分 け ら れ る 。 ト ドマ ツ ・ミズ ナ ラが優

占 す る 林 分(以 下 ト ドマ ツ ー ミズ ナ ラ林)、 ト ド

マ ツ ・モ イ ワ ボ ダ イ ジ ュ ・イ タヤ カエ デ ・ホ オ ノ

表1.サ イズ分布特性 と階層分類

階 層 樹 種 最大サイズ サイズ分布

最上層種

ミズ ナ ラ

オ ヒ ョウ

ハ リ ギ リ

モ イ ワ ボ ダイ ジ ュ

イ タヤ カ エ デ

キ ハ ダ
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散在型
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ベル型
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サ ワ シバ

5
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中 層 種

ナ ナ カマ ド

ハ ウチ ワ カ エ デ

ア ズ キ ナ シ

ミズ キ

9
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キ ・オ ヒ ョ ウ ニ レ ・ ミ ズ ナ ラ ・ハ リ ギ リ ・ シ ウ リ
も

ザクラなどが混交 し多様性が高い林分(以 下混交
の

林)、 の ニ タ イ プ で あ る。 パ ー マ ネ ン トプ ロ ッ ト

は ト ドマ ッー ミズ ナ ラ林 にニ ヵ所 、 混 交 林 に 一 カ

所 設 置 され て い る。 この う ち最 も体 系 だ っ た研 究

計 画 が 組 まれ て い る の は混 交 林 プ ロ ッ トで あ る 。

した が っ て 以 下 に混 交 林 プ ロ ッ トにつ い て詳 細 を

述 べ る 。 プ ロ ッ ト面 積 は4ha(200×200m)で 、

そ の 内 部 は2mの 塩 化 ビニ ー・ル ポ ー ル に よ っ て10

×10mの グ リ ッ ドに分 割 さ れ て い る 。 調 査 の便 宜

上 、樹 木 の 生 活 史 段 階 を林 冠 個 体(胸 高 直 径 が10cm

以 上)、 下 層 個 体(胸 高 直 径10cm以 下 、樹 高200cm

以 上)、 稚 樹(樹 高200cm以 下 、30cm以 上)に 分 け

て い る。 林 冠 個 体 は プ ロ ッ ト内(4ha)す べ て の

該 当個 体 、 下 層 個 体 は プ ロ ッ ト内 の150×150m範

囲(2.25ha)の 該 当 個 体 、 稚 樹 は プ ロ ッ ト内 の

100×100m範 囲 に お け る 、 各 グ リ ッ ド毎 に2×2m

の コ ドラー ト(合 計100個,0.04ha)を 設 置 し、

そ の 内 部 の 該 当 個 体 につ い て 毎 木 調 査 を行 っ た。

毎 木 調 査 で は各 生 活 史 段 階 の 該 当 個 体 す べ て に

つ い て ナ ンバ ー テ ー プで 標 識 し(な お林 冠 個 体 と

下 層 個 体 は 胸 高 部 位 に ペ ンキ で 直 径 の計 測 位 置 を

塗 布 した)、 林 冠 個 体 は樹 種 、 胸 高 直 径 、 下 層 個

体 は樹 種 、 胸 高 直 径 、樹 高 、稚 樹 は樹 種 、樹 高 、

エ ゾ シ カ に よる 食 害 の 有 無 を記 録 した。 胸 高 直 径

は ス チ ー ル メ ジ ャー で 周 囲 を計 測 し た後 、 デ ー タ

解 析 時 に 直 径 に換 算 した 。 樹 高 は 測 高 ポ ー ル で

10cm単 位 で計 測 した(稚 樹 は ス チ ー ル メ ジ ャー を

地 面 に対 し垂 直 に た て て 計 測 した)。 各 個 体 の 材

積 は種 別 の 回帰 式 に よ って 算 出 した 。 以 上 の手 順

で 第 一 回 目 セ ンサ ス で 登 録 され た個 体 は、 林 冠 個

体 が2212、 下 層 個 体 が2209、 稚 樹 が354個 体 、 合

計4775個 体 とな っ た 。 林 床 植 生 を把 握 す る た め 、

プ ロ ッ ト内 の100×100m範 囲 にお け る 、 各 グ リ ッ

ド毎 に2×2mの コ ドラー ト(合 計100個,0.04ha)

を設 置 し、 そ の 内部 に分 布 して い る 種 の被 度 、 植

生 高 を記 録 した。 また サ サ に つ い て は そ の 植 生 高

お よ び か ん 密 度 を記 録 した。

ギ ャ ップ調 査 は プ ロ ッ ト内 の平 坦 部 分 、150×

150mの 範 囲(斜 面 上 部 と沢 を 除 く部 分)で 行 っ た。

林 冠 個 体 が 欠損 し、 胸 高 直 径10cm以 下 の 個 体 しか

分 布 して い な い部 分 を林 冠 ギ ャ ップ 、 ま た林 冠 ギ

ャ ップの 周 囲 で林 冠 個 体 に 覆 わ れ た部 分 を含 め た

範 囲 を拡 張 ギ ャ ップ(expandedgap)と 定 義 した

(図1)(Runkle,1982に 従 う)。 ギ ャ ップ 面 積 は

長 径 と短 径 を計 測 し楕 円 近 似 して 算 出 した 。 ギ ャ

ップ 内 の 個 体 を ギ ャ ップサ クセ ッサ ー と定 義 して 、

標 識 され た 個 体 ナ ンバ ー を記 録 した。

図1ギ ャ ップ の定 義 C.G.林 冠 ギ ャ ッ プ

E.G.拡 張 ギ ャ ッ プ

結果

個体の水平分布

図2に 種の分布様式 を各グリッド毎 に、本数で

示 した。種によって立地を分けている傾向はみら

れなかった。 しか しアオダモは斜面上部の急傾斜

地に多 く分布 していた。現存量の分布様式を検討

すると、現存量が発達 している部分から未発達な

部分 まで様々な段階がみられる(図3)。

林分のサイズ分布

林冠個体の胸高直径階別頻度分布はL字 型を示

した(図4)。 またプロ ット内の最大サイズ個体

はミズナラの130cmで ある。構成種 は23種 におよ

び多様な種組成を示 した。優占種は トドマツ、イ

タヤカエデ、 ミズナラ、モイワボダイジュ、ホオ

ノキ、ハ リギリ、オヒョウで材積比で合計約80%

を占めていた。本調査地の構造上の大きな特徴は
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モ イ ワ ボ ダ イ ジュ

o
l.00

ミズナ ラ

0

1.00

○

ハ リ キ リ 1.00

図2-1種 の分 布 様 式(モ イ ワ ボ ダイ ジユ ・ミズ ナ ラ ・ハ リギ リ)
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o

ホ オ ノ キ1.・ ・

オ ヒ ョ ウ1.・ ・1'00

イタヤカエデ
0

1.00

図2-2種 の 分 布 様 式(ホ オ ノ キ ・オ ヒ ョウ ・イ タ ヤ カ エ デ)
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イチ イ1…

ト ドマ ツ
・

1.00

o

シ ウ リザ ク ラ1.。 。

図2-3種 の分 布 様 式(イ チ イ ・ ト ドマ ッ ・シ ウ リザ ク ラ)
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ナ ナ カ マ ド1.・ ♂.00

ハウチワカエデ
1.00

LOO

ロ

アオダモ
1.。1.00

図2-4 種 の 分 布 様 式(ナ ナ カ マ ド ・ハ ウチ ワ カ エ デ ・ア オ ダモ)
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図2-5種 の分 布 様 式(サ ワ シバ)
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図3各 グリッドの最大個体材積
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図4林 冠個体の胸高直径階別頻度分布
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萌芽個体の占める割合が高いことである。萌芽樹

種 は主にモイワボダイジュとホオノキであるがこ

の二種だけでBA%の30%を 占めている。

サイズ分布にみられる種特性

樹種別に胸高直径階別頻度分布(図5)を みる

と、各サイズ階に連続 して分布するL字 型、特定

のサイズ階にモー ドをもつベル型、異 なるサイズ

階 に散在する分布型に分けられる(表1)。 また

最大サ イズも種による違いがみ られる(表1)。

固着性生物である樹木はそれぞれのサイズに対応

した高 さに葉群 を展開する、 したがって達成で き

る最大サイズの違いは、そのまま生息場所(階 層)

の違いとして捉えられる。最大サイズの違いによ

って林冠構成種は最上層種、上層種、中層種に分

けられ(表1)、 多様 な種が異 なる階層 に分布 し

て共存 しているといえる。

ギャップ形成パターン

ギ ャップ面積の占める割合 は林冠 ギャ ップが

12%、 拡張ギャップが37%と なった。分布型は林

冠ギャップはL字 型、拡張ギャップは正規型 を示
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した(図6)。 林冠 ギャップおよび拡張ギャップ

の平均サイズはそれぞれ77m2、236m2と なった。

林床植生

林床植生はチシマザサとクマイザザが多 く優占

している。 またエゾユズリハ、ツルシキ ミ等の常

緑性低木類が局所的にパ ッチ状に分布 している。

これらの植生が優占する林床では他種の現存量:は

低 くなっていた。草本種 は多年生草本が多 く、二

年草はフデリンドウだけであった。出現種は80種

にのぼり多様 な種組成 を示 した(表2)。 また林

冠木に巻 き付いて上層にも達する、ツタウルシや

ッルアジサイ等のッル性木本植物の多 くは出現頻

度が高 く、林床で待機 していることがわかった。

強行伐採による影響

知床国立公園内の伐採問題の際、ホロベッ地域

で強行伐採が行われた。よって伐採がこの地域の

森林の現存量に与えた影響を検討 した。図7は プ

ロット内の主要構成種が伐採によって奪われた現

存量を示 している。 ミズナラやハリギ リは集中的

に伐採 されたため多 くの現存量が消失 している。
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表2林 床植物一一覧

種 名
出現グリッド 優先グリッド 積算被度

n%n%

チシマザサ

ツタウルシ

マイヅルソウ

エゾユズ リハ

シウ リザ クラ

オオカメノキ

トドマツ

シダsp.2

イタヤ カエデ

オシダsp3

トリアシシ ョウマ

キタコブシ

ヒトリシズカ

ミヤママタタビ

ナナカマ ド

オシダsp.2
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オシダsp.1
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スゲsp.
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クルマバツクバ ネソウ
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オクエ ゾカンスゲ
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オオアマ ドコロ
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オシダsp,
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図6ギ ャップ面積頻度分布(黒 部分は伐採によって形成 されたギャップ)
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図7伐 採が林分の現存量に与えた影響(黒 部分は伐採によって奪われた材積)

考 察

個 体 の 分 布 様 式 か ら こ の林 分 は、 様 々 な発 達 段

階 か ら なる モ ザ イ ク構 造 を示 した。 個 体 サ イ ズ も

他 の報 告 に み られ る も の を上 回 っ て お り、 現 存 量

的 に か な り発 達 した 林 分 とい える 。 種 の サ イ ズ分

布 に違 い が み られ 、L字 型 、 ベ ル型 、散 在 型 の3

タイ プ に類 型 され た 。 こ の よ う なサ イズ 分 布 の違

い を もた らす 要 因 と して 、種 に よ る リ ク ル ー ト率 、

生 長 率 、 死 亡 率 の違 い が 挙 げ られ る。 一 般 に はL

字 型 分 布 の 種 は連 続 的 に更 新 して い る こ と を示 し、

ベ ル型 分 布 の 種 は不 連 続 に希 な 出 来 事 を契 機 と し

て 集 中 し て 更 新 し て い る と 考 え ら れ て い る

(Veblen,1979:Knowles&Grant,1983)。 さ ら

に こ の よ う な観 点 よ り、 異 な る サ イ ズ分 布 を示 す

種 が 共 存 す る 条 件 と して 予 測 性 の 低 い 自然 撹 乱

(episodicevent)の 重 要 性 が よ り ク ロ ー ズ ア ッ プ

さ れ て い る(Masakieta1.1992)。 今 後 の 長 期 観

察 に よ っ て 自然 撹 乱 の規 模 や 頻 度 、 さ ら に構 成 種

の デ モ グ ラ フ ィ ック な挙 動 を併 せ て 明 らか に す る

こ とが 重 要 で あ ろ う。

おわりに

知床国立公園の針広混交林は、過去頻繁に林業

が営 まれたことがなく、ほぼ原生状態に近い森林

が残 っている数少ない地域である。今回のパーマ

ネントプロット設定によって、その発達 した現存

量あるいは種の多様 さが明らかになった。 しか し
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森林群集の維持機構を解明するには、長期間の観

察 によらなければ得られないデータが多い(中 静,

1991)。 個体の生長率や死亡率 はもとよ り、ギャ

ップの形成率やその再生過程はパーマネントプロ

ットを設定 しなければ把握できないパ ラメータで

あろう。今後も観察 を継続 し、デー タを集積 して

い く必要がある。 さらに伐採が与えた影響 につい

てもこの過程を通 じて明らかになると考 えられる。
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Standstructureofamixedforest

inShiretokoNationalPark,Japan

YasuhiroKubota

NatureConservationReserchGroupofHokkaidoUniversity.

(Presentadress:TokyometropolitanUniversity,Minamiosawa1-1,

hachioji,Tokyo,540.)

Summary

Inordertoinvestigatethestandstructureandtheeffectsofselectivelo99ingonaforeststand
,a

permanentplot(4ha200×200m)wassetupinamixedforestcomposedofsubborealconiferoustree

speciesanddeciduoushardwoodspeciesinShiretokoNationalPark
,Hokkaido,Japan.Thesizestructureof

thestandshowedaninverseJ-shapedd.b.h.distribution.Thecanopylayerwasdominatedby/1わ`θs

εα6んα伽 θ襯3Masters,!【oθ γ ηzoπoMaxim,0聯cπ ε`徽 溺go〃oαvar.8γo∬6γ γα`αRehd .etWils.,丁 漉 α

挽 ακ伽o伽6廓 伽 αShirasawa.Mα8初Jfαoδ αひα'αThunberg,κ α妙 απακ μ6伽 εNakaiandし ηη協s1α6伽fα`αMayr .

ThesizestructuresforeachspecieswereclassifiedintoinverseJ一,bell・andscattered-shapeddistributions .

Theratioofgapinthecanopyandexpandedgapwere12and37percent ,respectively.Theforestfloorwas

dominatedby∫ α3α 麗々γπ6ηsfεRupr.Makino,Sα3α36纐 瑠 η3fsFranch .etSav.andDψ 伽 ψ んッ〃初ηz翅 α6γψo伽 初

varhumileRosenthal.TheeffectofaselectiveloggingwasconspicuousinOπ θπ 麗sηzoη
lgolf6αand」Kα1ρ ραηακ

ρでo伽s.
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